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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B22
重要犯罪等捜査支援システムの整備（平年度化） 警察費 警察活動費 刑事警察活動費

警察法 戦略項目

分野施策 010401 防犯対策の推進と捜査活動の強化

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 230,154 230,154 190,382

前年額 39,772 39,772

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察活
動費

事 業
期 間

平成24年度～ 根 拠
法 令

　重要犯罪等の検挙向上、発生抑止による治安の安定を
図るため、重要犯罪等捜査支援システムを整備し、効果
的、効率的な捜査活動を推進する。

（1）重要犯罪等捜査支援システムの整備 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230,154千円

（1）事業内容
　　　重要犯罪等捜査支援システムの整備　　　電気料、回線使用料、機器借上料　　　　230,154千円　
（2）事業計画
　　　ＩＴ技術を活用して、捜査力の充実強化を図り、効果的、効率的な捜査活動を推進する。
　　　平成24年度　　　　39,772千円（ 2月分）　平成25年2月から運用開始
　　　平成25年度以降 　230,154千円（12月分）　
（3）事業効果
　　　県民が不安に感じる殺人や強盗などの重要犯罪や日々広域化、スピード化、巧妙化している犯罪等の犯人
　　を検挙することで、県民の安全で安心な暮らしを実現する。
　　　重要凶悪事件や振り込め詐欺事件等が多発しているが、この種の犯罪は、犯人と被害者の間の関係がない
　　か、あっても極めて希薄な関係にあり、いわゆる「人からの捜査」、「物からの捜査」で犯人の検挙にこぎ
　　つけるのは極めて困難な状況にある。重要犯罪等捜査支援システムは、そうした厳しい捜査環境の中で、犯
　　人の検挙に極めて有効である。
　　　県内重要犯罪等の検挙向上、発生抑止による県内治安の安定による「日本再生・埼玉イニシアティブ」の
　　着実な実行を支援する。
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